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(論文内容 の要 旨)

音声 によるコ ミュニケー シ ョンは人に とって 自然で あ り、音声認識技術 は、

多 くの応用分野で期待 されて いる。 しか しなが ら、現状 の音声認識技術で は、

タス クに依存 した音韻 モデルや言語 モデル を必要 と している。通常の音声認識

システム の構 築には、タス クで の実会話 音声 を収集 して、 音韻 モデル と言語モ

デル を作成す る必 要があ り、 これ が音 声認識 システム構 築の コス トを大 き くし

てい る。 と くに、音韻 モデル の学習 には、実会話音声 の書 き起 こし作業が必要

とな って いる。

この論文で は、タス クか らの少量 の書き起 こし音声 データ をもとに、既存 の

多様な 音声デー タベースか ら自動 的 にタス クに合 った音 声デー タを選択す るア

ルゴ リズム(SelectiveTraining)を 提案 して いる。 これ は、音 声データベース を一

発話単位 にまで細 分化 してお いて 、提 示 した タス クの音声データ の尤度が大 き

くな るよ うに選択す るアル ゴ リズムであ る。学習 の高速化 のため に隠れマル コ

フ(HMM)音 韻 モデル の十分統 計量 を利 用 して いる。このHMM十 分統 計量 に基づ

く選択学習 アル ゴ リズム の評価 を、大 量の音声デー タを収集 す る ことが難 しい

幼児 と高齢者 の音韻 モデルの構 築に適 用 して、有効性 を実 証 した。

さ らに、実 際に音声情報案 内システム 「た けまる くん」 「キタ ちゃん」 「キタ

ロボ」 を運用 して 、実環 境音声認識 システム にお ける音声デー タの書 き起 こし

コス トの削減 を、音韻 モデル の学習 、言語モデル の学 習、質問応答デー タベー

スの構 築の観点か ら実 証的なデー タを示 した。 とくに、書き起 こしを必要 とし

ない教 師な し学習 の導 入 によ り大幅 な書き起 こしコス トの削減がで きる ことを

実 証 した。

これ らの成果 は、音声認識 の実用化や運 用 に大 きな貢献 とな って いる。



氏 名 ToblasClncarek

(論文審 査結果 の要 旨)

音 声認識 システム の実用化 の問題 のひ とつは、 タス クに合 った音声デー タを

集 めて、モデル の学習のた めの音 声の書 き起 しのコス トで ある。この論文で は、

少 量のタス クに合 った音声データ を既存 の多様 な音声デー タベース を一一発声 ご

とに分解 した上で 、タス クに合 った音声 を 自動的 に選択す るアル ゴ リズム を考

案 した。 このアル ゴ リズム は、HMM音 韻 モデル の十分統 計量 を利用 した アル ゴ リ

ズムで、尤度最大 の評価基 準で あ り、かつ、実際的な時 間で実行 でき る画期的

なアルゴ リズムで ある。さ らに、 自 ら中心 とな って、3台 の音声情報 システ ムを

実環境 で長期間 にわ た り運 用 して、実環境 での音声認識 システムの認識性能、

ポータ ビ リィテ ィ、運 用 コス トを示 した ことも高 く評価 できる。

これ らの成果 を、電子情報通 信学会な どの3編 の学術論文 、ICASSPな ど

の重要な国際会議 な どで11編 の論文 として発表 してお り、国際的 にも高 い評

価 を得て いる。理論 だけでな く、実際 の音声対話 システムを 自 ら構 築 して 、運

用 でき る力 をもってお り、非 常 に貴重 な人材で ある。 また、 日本語 も読み書 き

および会話 も 日本 人以 上であ り、 また、英 語で のコ ミュニケー シ ョン能 力 も

TOEICが900点 以上 であ ることか らわかるよ うに非常 に優れて います。

音声認識の分野 を深 く理解 した研究者 として、 国際的な舞台での活躍が でき

る研究 者 に育 ってお り、世界 レベル での活 躍が期待で き ます 。

平成20年1月15日 に開催 した公聴会 の結果 も参考 に して、本 博士論文 の

審 査 を行 い、本論 文は 、博十論文(工 学)と して十分な価 値が ある もの と判 断

した。


